
尾　道　海　属
立場を超え、海に集う仲間となり、協力しながら、海と親しみ、海を守っている

尾 道 の
将 来

海事都市尾道の象徴「連なる島々と内海」が紡いだ歴史や文化に支えられ、
マリンスポーツが尾道ブランドとなり、海事産業の活性化を促し、尾道が
賑わっている。

　　　　　この事業では、マリンスポーツを幅広くとらえ「海の活動」とし、
　　　　　海に関係する活動すべてを対象とします。

訪れる人
多くの人が尾道でのマリンスポーツ

に興味を持ち、ファンが繰り返し訪

れるとともに、新たにマリンスポー

ツを好きになるきっかけを得る場所

になっている。

尾 道 海 属

立場を超え、海に集う仲間となり、協力しながら、海と親しみ、海を守っている

住む人
思い思いにマリンスポーツを

楽しみ、みんなが「尾道の海

を愛し、海を守る」という思

いを持ち、生き生きと語り、

支えあっている。

市内外の支える人
マリンスポーツをする人や見

る人を歓迎し、笑顔でもてな

している。マリンスポーツを

支えるために、多くの人が尾

道を訪れている。



〇

〇

みんなの思いを知るために、市民アンケートやイ
ベント来場者の動向調査や関係団体等の聞き取り
を行う。

安全安心、環境配慮 情報発信

事業の方向性（令和4年度から6年度まで）
尾道がマリンスポーツの「聖地」になるためのスタートの3年間です。広島県から財政支援
（事業費の１/2、＠500万円）や企画立案、プロモーション等の支援を受けて実施します。

市民の思いを応援して寄り添い、思いを持った人達を繋げて仲間（尾道海属）になれるよう
語り合い、行動します。

令和4年度（1年目）
事業展開の基礎となる関係者等の聞き取りによる課題抽出や市民
や参加者の意識調査によりニーズ把握を行う。

令和5年度（2年目）
課題やニーズを関係者等と共有し、様々な団体等と連携しながら
事業展開を図る。

令和6年度（3年目）
各事業を継続するとともに、3年間を総括し4年目以降の事業計画
を決定する。

活動項目（案）

協　　力

広島県地域政策局スポーツ推進課・スポーツアクティベーションひろしま

広島県総務局ブランド・コミュニケーション戦略チーム

事業概要

施設・設備整備 活動支援

利用者が安全で快適に利用できるように、尾道市
マリン・ユース・センターのトイレなどの施設改
修や舟艇の配備を行う。

市民の思いを支えるため、全国的なイベントや試
験的な活動を支援する。

尾道市教育委員会　教育総務部　生涯学習課　スポーツ振興係

電話　0848-20-7499　FAX　0848-37-0233　E-mail : sposhin@city.onomichi.hiroshima.jp

すべての人が海を楽しめるように、海のルールマ
ナーの周知徹底、清掃活動など環境に配慮した活
動を行う。

尾道海属を知ってもらうため、ホームページやイ
ンスタグラムなどを活用して活動を発信する。

普及活動 情報収集

マリンスポーツの入口となる体験会を尾道市マリ
ン・ユース・センターや関係団体と連携して実施
する。あわせて指導者等の研修を行う。


